
１． ひずみゲージを使う
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２． ひずみセンサを使う
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2-1. アナログ式ひずみセンサ
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2-2. アンプ内蔵式ひずみセンサ
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精密な力計測で、 ラインの品質と生産性を向上
ーより低コストで設置容易なフォースシャントの活用ー
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2-3. 圧電式ひずみセンサ

ɹۃΊͯখܕͰײߴɺ෯ܭ͍ଌϨϯδʹରԠ͢Δɻ
ઃஔॴ͕ݶΒΕ͍ͯΔ߹ɺෛՙΛ͔͚ͯ΄ͱ
ΜͲม͠ܗͳ͍ߗ͍ߴΛͭඃܭଌମɺߴͰมԽ
͕ܹ͍͠μΠφϛοΫܭଌʹཧతͰ͋ΔɻҰํɺυ
ϦϑτʹΑΔܭଌൃ͕ࠩޡੜ͘͢͠ɺΘ͔ͣͳྗΛ
ܭؒظଌ͢ΔΑ͏ͳ੩తϞχλϦϯάʹద͞ͳ͍ɻ

３． ワッシャ型センサを使う
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曲げモーメント補正－ HBM のスマート配線方式
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  ひずみゲージは被計測体の構造に

  実質的な影響を与えない

  アナログひずみセンサは設置

   が簡単 ( 画像は SLB700)

 圧電式力センサ CST300 は高感度

 で、剛性の大きな被計測体に最適

 CLP などのワッシャ型はボルトや

 ネジへの取り付けに適している

曲げモーメント補正のイメージ
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フォースシャントによる力計測　導入事例

【ひずみセンサを使ったプレス機の監視制御　Schuler 社】
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ドイツ ・ ゲッピンゲンの Schuler 社製コイン用プレス機。 硬貨は

１分間に１回プレスされ、 最大 800 個の硬貨を製造

Schuler 社製の力計測システムの構成イメージ

シャント校正の手順は次のとおり ：

　　 ・ 力がゼロのときのひずみ出力信号を計測。 アンプは増幅なしにセットする

　　 ・ 出力信号の表示は mV/V となる

　　 ・ 校正に使用する負荷を加えたときのひずみ出力信号を計測。 この時も計測は mV/V 単位で行う

　これで計測チェーンの計測感度が簡単に計算できる。

　S = （既知の負荷時のひずみ出力 - 力ゼロでの出力） / （既知の負荷 - 力ゼロ） 

　圧電式センサでは単位に pC/N が使用され、 SG タイプのひずみセンサには mV/V/N が使用される。  

　多くの場合、 ひずみゲージ式計測技術では、 特定のひずみでの感度が装置のスケール値として使用できる。 つまり、　

　既知の定格力でのセンサ出力信号だけが必要だ。 この力の値と出力信号のセットを機器に直接入力できる。 多くの　

　装置において、 上で述べた４つの値をテーブル上に配置するだけになっている。  

　力 = 0 N　　　　　　  信号 = xy mV/V 

　力 = 計測した力　　　      信号 = AB mV/V 

　これでアンプ （増幅回路） が設定を実施。 スケーリングは後の段階で行われる。

　以下の重要ポイントを注意されたい ：

　　 ・ 必ず検証すること。 システムに再び負荷をかけ、 表示される値を比較すること

　　 ・ 校正前に、 最大負荷を 3 回かけて、 センサの安定度を確認すること

　　 ・ 最適な精度を達成するためには、 校正に使用する力は実際の計測に使用する大きさの力を使用するのが理想的である
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既存装置に後付け、 Industry4.0 対応も
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Industry4.0 対応機能を備えた HBM の次世代アンプ PMX

ひずみゲージ式計測技術で 60 年以上の実績をもつ HBM
　　世界最高速、毎秒 3 回以上の高速高精度計量

　食品／医薬品ウェイトチェッカー用デジタルロードセル　

HBM は、 ひずみ計測技術において 60 年以上の歴史をもつドイツ最

大級の高精度計測器メーカーです。 ドイツ、 米国、 中国に生産拠

点をもち、 世界 80 の国と地域でひずみ ・ トルク ・ 力 ・ 荷重センサ

とデータ収集システム、 ソフトウェアを製造／販売しています。 ロー

ドセルは HBM の中核技術であり、 特に 40 年以上の実績をもつビー

ム型ロードセルは今もなお愛され続ける世界のスタンダードです。 創

業者の時代から続く HBM の革新の精神は、 最新無菌ロードセルや

デジタルロードセルなど、 常に時代のニーズに則したソリューションの

提案につながっています。

【 新製品 】 デ ジ タ ル ロ ー ド セ ル ＦＩＴ７Ａ


